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H30  3年２回 基礎学力テスト 
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 （８） くじを１．２．３．４．５．として１をあたりくじということにする。 

        同時に２本ひく引き方は 

 

                   １－２ １－３ １－４ １－５ 

                          ２－３ ２－４ ２－５ 

                                 ３－４ ３－５ 

                                        ４－５ 

 

                                        １０通りである 

 

         もちろん同様にたしからしい。 

 

          １本があたりで１本が外れになっているのは 

 

                   １－２ １－３ １－４ １－５ の４通りである 

 

 

 

 

 

（９） それらをふくむ平面が一つに決まらないもの 

 

       ア 交わる二直線ｌ，ｍ 

       イ  直線ｌ上の２点Ｐ，Ｑとｌ上にない点Ｒ 

       ウ 平行な二直線ｌ，ｍ 

       エ  直線ｌ上の点Ｐと，ｌ上にない点Ｑ 
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（１０）上下に円錐がくっついている。上の円錐の表面積と下の円錐の表面積は 

        同じである。ずるい方法を使うと 

 

 

 

                      上下にあるので２倍して ４０π（ｃｍ２） 

 

 

（１１）  正五角形の一つの外角は３６０÷５＝７２° 

 

          なので一つの内角は１８０－７２＝１０８° 

 

          １８０－１０８－５１＝２９° 

 

（１２）  最頻値は度数１０の１５～２０の階級値を答えて１７．５分 

 

２． 

（１）ｎを整数とすると、連続する２つの奇数は、小さい方を、２ｎ＋１ と表すと 

      大きい方は ２ｎ＋３ と表すことができる。 

      このとき、２乗の差は 
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３．Ｋ市の植物園の入園料金 

 

（１）大人４人と子ども８人の入園料 

 

      ４×６００×０．８＋８×３００×０．７＝１９２０＋１６８０＝３６００ 

 

                                                  ３６００円 

 

（２）大人と子どもあわせて２０人の入園料５５５０円 
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ども ｘ人とす

る。 

 大人は      

ｘ＋ ５ 人 

 

       

 

ｘ＋ｙ＝２０

４８０ｘ＋２１０ｙ＝５５５０

４８ｘ＋２１ｙ＝５５５

２１ｘ＋２１ｙ＝４２０

２７ｘ＝１３５

ｘ＝５ ｙ＝１５

団体料金だとすると

通常料金とすると ２００
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４． 

（１）姉が図書館に着いたのは 

 

 

 

 

 

（２）姉が図書館を出てから家に着くまでのｘとｙの関係を表す式は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）２回目に２人がすれ違ったのは ｘ分ごとすると 
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（４）弟が姉が図書館を出る時に図書館に着くと考えると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弟のグラフの式は

これと姉のグラフ

交点を求めると

（２０，０）を代入して
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分速１８０ｍ必要なのでこれは分速６０ｍの３倍以上
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 （１）△ＢＣＤと△ＣＡＥにおいて 

 

       △ＡＢＣが正三角形なので  ＢＣ＝ＣＡ・・・・・① 
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                                 ＡＢ＝ＢＣ・・・・・② 

 

       仮定より                  ＡＤ＝ＢＥ・・・・・③ 

 

       ②－③より          ＡＢ－ＡＤ＝ＢＣ＝ＢＥ 

 

       よって                    ＢＤ＝ＣＥ・・・・・④ 

 

       △ＡＢＣが正三角形なので∠ＤＢＣ＝∠ＥＣＡ＝６０°・・・・・⑤ 

 

       ①④⑤より２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので △ＢＣＤ≡△ＣＡＥ 
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